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症例とともに考える「依存」する心理

	お勧め文
	母親のからだの中にいた時には、こころの安心や肉体の満足は常に得られていた。胎児は欲しいものをすべて手にしていたので、何ひとつ望むことがなく満たされ続けた。依存しないと生きていけないのに、依存しているとさえ思わないですんだ。

　この世に生まれた後は、依存を始める。生き延びるために、依存は欠かせない。無力な赤ん坊にとって、母親に抱っこされ、おっぱいを吸えてこそ安心と満足は得られる。見つめたり、微笑んだり、しがみついたり、泣き出したりして、母親からぬくもりやおっぱいを求める。生き延びるために、赤ん坊は言葉にならないメッセージで、母親を思うままにコントロールしようと試みる。

　依存することは、悪いことではない。むしろ適切な依存は、生き延びるために不可欠である。発達段階にふさわしい依存であれば、「よい依存」として判断すべきである。よい依存はつぎの発達段階に進むのに有用だからである。

　乳児期や児童期を経て青春期をのりきれば、いかなる場面でも通用する自尊心をもつようになる。自分を大切にするこのこころに裏付けられて、他の人びとに畏敬の念を向けられる。人間としての尊厳がそなわり、それは自分の能力にふさわしい水準の仕事を社会のなかで成しとげるための大きな力となる。

　加えて主体的に行動できる自立も確保できる。他人と支え合いながら、自分の将来を主体的に決められる人物として他人から尊敬されることで、自分の行動の起点を自分のなかに置いていく。

　前回は詳細に書き込んだテキストをもとに４回にわたって説明し、参加者からは賛同を得られ、「涙が何度か出そうになった」との感想もあった。今回の講座では６回と回数を増やし、いろいろな症例（短編・長編、魔女の宅急便も含む）を加え、依存する心理を発達段階ごとに解説を試み、さらに皆さまからの質問にも応じたい。自分だけでなく自分以外の人間をも等しく尊重し、高い実績とそれにふさわしい威厳をそなえ、自分のやりたいことを行なう自由をもちながら、所属する社会の秩序に適応し、またそのことを気持ちがよいと感じられるようになる成熟の経過を依存という視点から紹介する。

【渡辺　登　日本大学医学部精神医学分野教授】
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	【講師】
渡辺　登　：日本大学医学部　精神医学分野教授
【主な著書】　

『よい依存、悪い依存』　（著）　朝日新聞社
『「依存」する心理』　（著）　日本実業出版社

『依存症のすべてがわかる本』　（監修）　講談社

『こころの病気がわかる事典』　（著）　日本実業出版社

【講座内容】
第一回　2009年10月8日　「いろいろな依存の症例（短編）、胎児期の依存」

　渡辺　登：　日本大学医学部　精神医学分野教授
第二回　2009年10月15日　「依存の症例（長編）、新生児期の依存」
第三回　2009年10月22日　「依存の症例（長編）、乳児期の依存」
第四回　2009年10月29日　「依存の症例（長編）、乳幼児期の依存」
第五回　2009年11月5日　「依存の症例（長編）、前思春期の依存」
第六回　2009年11月12日　「魔女の宅急便、青年期の依存」


